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2026 年 9月15 日発売
◎定価：1,980 円（税込）
◎仕様：四六判、350 頁、本文１色
◎著者：相羽 廻緒（Aiu Eo）
1984 年神奈川県小田原市生まれ。同県平塚市在住。趣
味は飲み歩き。投稿歴18年以上のアマチュア・ベテラン勢。

「モーツァルト・ハウス殺人事件」で第 4 回黒猫ミステリー
賞を受賞。『祝福の鎮魂歌』と改題し作家デビュー。

『一次元の挿し木』『禁忌の子』担当！

装画：Q-TA

祝福の祝福の鎮鎮
レ ク イ エ ム

魂歌魂歌
相羽 廻緒 （Aiu Eo）

第4回 黒猫ミステリー賞受賞第4回 黒猫ミステリー賞受賞

魂を揺さぶる衝撃デビュー！

　売れない中年作家・柴田三四郎は、北海道の廃墟を訪れ
た。そこは20 年前、天才ピアニスト・柳川龍之介と、彼を
殺害後に自殺したピアノ教師・古賀奏人が暮らしていた因縁
の場所だった。
　同じ頃、警視庁捜査一課の一ノ瀬真央は、蒲田で発見さ
れた首吊り死体を捜査していた。本来なら自殺として片付く
案件だが、その顔には無数の切り傷が刻まれていた。

東京で発見された、奇妙な首吊り死体。
20 年前に解決したはずの、音楽家殺人事件。
無関係と思われた２つの事件が交錯する、
読み応え抜群のミステリー小説です！

9/6 発売「ダ・ヴィンチ」10 月号
著者インタビュー掲載決定！
９月下旬　読売新聞・朝日新聞
広告出稿予定

★ゲラ読みできます★ご希望の方は右下のQRコードから NetGalley で
申請いただくか、お電話または shcbook@shc.jp までお問合せください


